
















9 2022 月号10

雲南市奥出雲町

菅谷たたら山内奥出雲たたらと刀剣館

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
（
玄
関
口
）
の
強
化

（
地
域
活
性
化
計
画
一
部
抜
粋
）

　
圏
域
の
各
市
町
に
は
、
日
本
遺

産
の
構
成
文
化
財
等
を
紹
介
す
る

施
設
「
和
鋼
博
物
館
（
安
来
市
）」

「
菅
谷
た
た
ら
山
内
（
雲
南
市
）」「
奥

出
雲
た
た
ら
と
刀
剣
館
（
奥
出
雲

町
）」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色

あ
る
位
置
づ
け
の
も
と
に
整
備
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
案
内
）
が
十
分

で
は
な
か
っ
た
た
め
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
し
て
の
機
能
強
化
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
統
一
的
な
デ

ザ
イ
ン
物
の
設
置
や
印
刷
物
の
配

架
な
ど
に
よ
っ
て
重
点
的
に
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
機
能
を
強
化
し
、
来
訪

者
が
日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー
に

興
味
が
持
て
る
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
を

補
完
す
る
意
味
で
も
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
で
き
る
人
材
や
観
光
ガ
イ

ド
な
ど
の
育
成
と
活
用
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
圏
域
一
体
と
な
っ
て
、

構
成
文
化
財
の
保
存
・
継
承
を
図

る
と
と
も
に
、
観
光
客
の
受
入
体

制
の
整
備
や
さ
ら
な
る
認
知
度
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、

地
域
全
体
の
観
光
振
興
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　古代たたらの復元操業に参加してみませんか。
　粘土で釜土を作ったり、炉に風を送るため交代で鞴

ふいご

を踏んだりするなど、古代たたら操業を体験すること
ができます。
日時・内容
　10 月６日㈭８時 45 分～ 16 時 45 分・釜土作りなど
　10 月７日㈮８時 45 分～ 16 時 45 分・築炉など
　10 月８日㈯６時 30 分～ 16 時 45 分・操業など
場所　和鋼博物館前広場
参加料　無料
見学　作業時間内であればどなたでも自由に見学でき
　ます。申し込みは不要です。
体験（３日間）（要申込）　▽釜土作り、炭割り、築炉、
　鞴踏みなどの作業をします　▽１日単位でも体験で
　きます　▽旅費や食事などは各自で手配ください　
　▽募集人数：15 人　▽ 定員になり次第、締め切り
　ます

●関連イベント
特別講演「製鉄伝播の点と線特別講演「製鉄伝播の点と線
　　　　　～製鉄の起源とアジア・日本への展開～」　　　　　～製鉄の起源とアジア・日本への展開～」
　講演を通して鉄に関する文化に触れてみませんか。
日時　10 月 7 日㈮ 15 時～ 16 時 30 分
場所　和鋼博物館映像ホール
講師　村上恭通 氏（愛媛大学アジア古
　代産業考古学研究センター長・教授）
募集人数　先着 100 人
参加料　無料
申込締切　10 月 6 日㈭

企画展示「日本刀　収蔵品展」企画展示「日本刀　収蔵品展」
　和鋼博物館収蔵品の中から、日本刀を展示します。
日時　10 月 1 日㈯～ 16 日㈰
場所　和鋼博物館第 2 展示室
入館料　大人 310 円、高校生
　210 円、中学生以下無料
　※常設展示も観覧できます

古代たたら復元操業の古代たたら復元操業の
　一般参加者を募集します　一般参加者を募集します

問い合わせ　☎和鋼博物館　２３- ２５００

初の
一般公開



102022 月号10

職員の給与状況等

１．人件費の状況（普通会計決算） 

区　分 住民基本台帳人口
（令和3年1月1日現在） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B ／ A）
( 参考）令和

元年度人件費比率
令和２年度 37,740 人 29,531,804 千円 392,311 千円 4,597,248 千円 15.6% 17.6%
※人件費には、退職手当負担金を除き、特別職等に支給される給料報酬等を含んでいます。

２．職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数（Ａ）
給　与　費 一人当たり

給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ） 平均給与額（Ｂ / Ａ )
令和２年度 469 人 1,779,238 千円 253,887 千円 707,301 千円 2,740,426 千円 5,844 千円
※職員手当には退職手当は含みません。　　　　　　　　　　　　　　　　※職員数は令和２年 4 月 1 日現在の人数です。

３．ラスパイレス指数の状況
区分 令和３年 4 月 1 日

安来市（全国市平均） 99.4（98.8）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100
とした場合の給与水準を示す指数です。

４．一般行政職の平均給料月額と平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　（令和３年 4 月 1 日現在）

区分 安来市 国

平均給料月額 325,100 円 325,827 円

平均給与月額 386,051 円 （ー）

平 均 年 齢 42 歳 2 月 43 歳

※平均給料月額と平均年齢は、令和３年度給与実態調査
に基づいて算出しています。
※平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。
※平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる諸手当

（扶養手当、住居手当）の合計額です。

６．一般行政職の初任給の状況
　　　　　　　　　　　　　（令和３年 4 月 1 日現在）

区　分 安　来　市 国

大　学　卒 171,700 円 182,200 円

高　校　卒 150,600 円 150,600 円

７．職員手当の状況（一般会計職員）
（１）期末・勤勉手当	        （令和２年度支給割合）

区　分
安　　来　　市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

  6 月期 1.300 月分 0.950 月分 1.300 月分 0.950 月分

12 月期 1.250 月分 0.950 月分 1.250 月分 0.950 月分

計 2.55 月分 1.90 月分 2.55 月分 1.90 月分

備考
職制上の段階、職務の級
等による加算措置：有

職制上の段階、職務の級
等による加算措置：有

５．特別職の報酬等の状況
　　　　　　　　　　　　　（令和３年 4 月 1 日現在）

区　分 給料月額等 期末手当
（令和２年度支給割合）

給　料
市　長 890,000 円 6 月期 1.40 月分

12 月期 1.37 月分
計 2.77 月分副市長 730,000 円

報　酬

議 　長 413,000 円 6 月期 1.45 月分

12 月期 1.45 月分

計 2.90 月分

副議長 370,000 円

議 　員 343,000 円

（２）住居手当（令和３年 4 月 1 日現在）
借家居住者：月額 16,000 円を超える家賃を支払ってい
る者に対して 28,000 円を限度に支給　※国と同様

（３）扶養手当（令和３年 4 月 1 日現在）
▼配偶者：6,500 円▼子：10,000 円▼満 16 歳年度初
めから満 22 歳年度末までの子１人について加算する
額：5,000 円　※国と同様

（４）通勤手当（令和３年 4 月 1 日現在）
▼交通機関利用者：１カ月当たりの運賃相当額
55,000 円を限度に支給。▼交通用具利用者：自動車
等を使用して通勤する職員に対して通勤距離区分によ
り、3,200 円から 22,400 円の範囲内で支給

　ここに記載している内容は、総務省が示す統一様式の中から抜粋したものです。より詳しい内容は、
市ホームページで公開しています。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　●問い合わせ　人事課（☎ 23-3020）
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区　分 受験者数（人）採用者数（人）
一般事務職 60 12
保健師 3 2
土木技師 7 3
建築士 1 1
幼稚園教諭・保育士 15 4
消防士 6 2

１ 職員の競争試験の状況

２ 職員の勤務時間その他の勤務条件

１週間の正規
の勤務時間

１日の正規
の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38 時間
　45 分

７時間
　45 分 8:30 17:15 12:00 ～

　  13:00

３ 職員の分限と懲戒処分の状況
（１）分限処分者数　　　　　　　　　　（単位：人）

区分 降任 免職 休職 降給 合計
処分者数 - - 5 - 5

（２）懲戒処分者数　　　　　　　　　　（単位：人）

区分 戒告 減給 停職 免職 合計
処分者数 - - - - 0

４ 職員の服務と休業の状況
（１）職員の年次有給休暇の取得状況

総付与日数 総取得日数 全対象
　職員数

平均取得
　　日数 取得率

A（日） B（日） C（人）  B/C（日） B/A（％）
19,484 6,515 508 12.8 33.4

（２）育児休業の取得状況		  （単位：人）

区分 男性職員 女性職員
育児休業の承認件数 9 7
育児休業期間延長の承認件数 - -

（３）休暇・休業・休職の概要
年次有給休暇（20 日）のほかに病気・特別・介護休暇、
介護時間、育児休業の制度があります。特別休暇には、
慶弔に関する休暇、産前・産後休暇、育児時間休暇、
子の看護休暇、夏季休暇などがあります。

５ 職員の研修状況と勤務成績の評定の状況

（１）職員研修の状況　　　　　　　　 （単位：人）

区分 人数

島根県自治研修所への派遣研修 118

島根県市町村総合事務組合への派遣研修 26

上記を除く機関への派遣研修 13

内部研修 999

                                                                  ※人数は、延数表示
（２）勤務成績の評定の状況				  
　年１回（１月）実施。対象者 464 人。

６ 職員の福祉と利益保護の状況

（１）公務災害の認定状況                           （単位：件）

公務災害の種類 傷病 死亡

新規認定件数
公務災害 4  -

通勤災害 - -

（４）福利厚生制度の概要                       （単位：千円）

島根県市町村
職員互助会

職員の相互救済と福利の増進を
図るため、医療費給付、育児休
業助成、災害見舞金、施設利用
助成を行っています。

3,136

職員互助会

職員の保健、元気回復その他厚
生に関する事項を実施するため
健康維持増進、職員研修などの
事業を行っています。

5,547

（２）健康診断受診者数                              （単位：人）

健康診断の種類 受診者数（延人数）
定期健康診断 327
人間ドック 191

会計年度任用職員健康診断 281

特殊健診
指曲がり症健診 25

頸
けいけんわん

肩腕健診 58

職員の人事行政の運営等

　市では人材育成基本方針を定め、「求められる職員」として①市民に身近な職員②社会情勢に敏感な
職員③組織を経営できる職員の育成を図っています。今後も市民の皆さんから理解と信頼が得られる
よう、人事行政について公表していきます。なお、詳しい情報は、市ホームページで公開しています。

●問い合わせ：人事課（☎ 23-3021）

（３）メンタルヘルス・ハラスメントへの対応
　職員を対象として、相談窓口を設け相談を受け付け
ています。



月の月の 神事神事

伝統を守り次世代へ伝統を守り次世代へ
　

８
月
14
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た

月
の
輪
神
事
。
月
の
輪
神
事
は
出
雲
国
風
土
記
の

伝
承
に
由
来
し
、
語か

た
り
の
お
み
い
ま
ろ

臣
猪
麻
呂
の
娘
の
慰
霊
と
疫

病
退
散
祈
願
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
事
で
は
新
町
、
西
御
幸
、
大
市
場
、
八
幡
町

の
４
自
治
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
と
安
来
港
ま
で

の
道
の
り
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
行
列
は
引
き
手
、

山だ

し車
、
囃は

や
し子

連
か
ら
の
構
成
。
山
車
に
つ
い
た
鼕ど

と
呼
ば
れ
る
太
鼓
に
似
た
楽
器
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ

る
の
に
あ
わ
せ
、
笛
が
吹
か
れ
ま
し
た
。
息
の
合
っ

た
囃
子
は
町
内
ご
と
に
重
ね
ら
れ
た
練
習
の
た
ま

も
の
で
す
。
こ
う
し
て
次
の
世
代
へ
と
文
化
・
伝

統
が
継
承
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

14
日
に
は
月
の
輪
ま
つ
り
花
火
大
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
の
花
火
大
会
は
規
模
を
縮
小

し
つ
つ
も
多
く
の
人
が
訪
れ
、
安
来
港
を
彩
る
花

火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

輪

122022 月号10
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このマークの記事は、関連
写真を「市公式フェイス
ブック」で公開しています。

　安来市・雲南市・奥出雲町で広域連携によ
り組織する「鉄の道文化圏推進協議会」。そ
の総会に８月２日、出席しました。
　総会では、令和４年度事業計画・予算案
を審議したほか、日本遺産の「出雲國たたら
風土記～鉄づくり千年が生んだ物語～」が文
化庁より、重点支援地域に選定されたことが
報告されました（関連記事：８～９ページ）。

今月の1枚

　古典芸能に親しみを持ってもらおうと、アルテピ
アで８月11日に「子ども講談会～みんなでつくる

「桃太郎」「浦島太郎」～」公演が開催されました。
　川から流れてきたのは桃ではなく、梨、ぶどう、
スイカ!?参加者が事前に記入した、好きな果物や動
物を書いたカードを元に、講談師の玉田玉

ぎょくしゅうさい

秀斎さ
んが即興でつくり出すストーリーを、子どもも大人
も楽しそうに聞き入っていました。
　５歳の田中まほろさんは「自分が書いたカードも
読まれて面白かったです」と笑顔で話していました。

　８月４日～８日に香川県で行われたフェンシング
のインターハイ。女子学校対抗フルーレで安来高校
が第３位を勝ち取りました。女子団体では、準優勝
した1989年以来のベスト４入りとなります。
　フェンシング部（女子の部）の椿未来主将は「去
年はベスト８でそれを超えることを目標としてい
た。達成できてうれしい」と話しました。
　安来高校では、今年引退の３年生とマネージャー
を含め、男女あわせて35人がフェンシング部に所
属。お互いに切磋琢磨し練習に励んでいます。

　「月山富田城跡竹水鉄砲合戦GUN GUN SPLASH THE 
FINAL」。月山富田城跡について地域内外に広くPRす
ることで地元住民の関心を高めることを目的としてい
ます。市内外から30チームの参加者が集い、盛り上が
りを見せました。� ８月28日：三日月公園河川敷

◀
総
会
の
様
子
（
市
役
所
安
来

庁
舎
）。
左
か
ら
勝
田
奥
出
雲
町

長
、田
中
市
長
、石
飛
雲
南
市
長
。

▲カードを引いて、物語を変化させていく講談
師・玉田玉秀斎さん。

▲市長表敬訪問での結果報告。左から石黒百々
花さん、坂田りこさん、椿未来さん、伊藤杏さん。
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　夜間の災害時に避難者の安全確保を図ろうと、錦
町自主防災隊が宝くじの助成金を活用して、このほ
ど同防災隊備品倉庫に投光器を導入しました。
　同防災隊は、平成23年３月に発生した東日本大
震災を契機に、共助の必要性を自治会全員が共有し
結成。自治会中心部にある「一時避難場所」の広場
に夜間照明が無かったため、整備しました。
　足立覚

さ と し

司隊長は「投光器を整備したことで、夜間
の避難時において昼間と同じようにスムーズな声か
けや助け合い行動ができます」と話していました。

　身近にある自然環境の豊かさについて学んでもら
おうと、８月７日に伯太発電所（水力発電所）で中
海・宍道湖・大山圏域市長会主催の「子ども探検ス
クール」が行われました。
　圏域の市町から親子連れ16組37人が参加し、普
段入ることができない発電所内部の水車発電機や配
電盤などを興味深そうに見学していました。
　安来市内から参加した小学６年生の青戸陽

ひ ま り

万里さ
んは「水を使って電気をつくる仕組みを説明しても
らい、とても勉強になった」と話していました。

　地方創生の推進に向けて協働して取り組んでいこ
うと、８月３日に市とトキワホールディングス株式
会社は包括連携協定を締結しました。
　この協定によって、ソーシャルビジネスを展開す
る同社のノウハウやネットワークを生かして、移住
促進や雇用確保、女性の社会進出の推進などの取り
組みを、連携して進めていくことになります。
　白尾卓也代表取締役社長は「意見交換を重ねなが
ら、マンパワー不足で中々進める事が出来なかった
部分をサポートしていきたい」と話していました。

　県内で一番の生産量を誇る安来市特産の二十世紀
梨。８月24日からＪＡしまねやすぎ地区本部安来
梨選果場で出荷が始まりました。
　梅雨明けが早く降水量が少なかったため、今年は
小玉傾向。しかし、暑い日が続いたことで、しっか
りとした糖度のある出来栄えになりました。
　やすぎ梨生産部会の岩田繁樹会長は「朝晩の寒暖
差で糖度は上々。今年もシャキシャキとした食感と
さっぱりとした味が特徴の二十世紀梨を多くの人に
味わってほしい」と話していました。

▲署名した協定書を手に持つ白尾代表取締役社
長（左）と田中市長（右）。

▲傷などが無いか確認しながら３区分（秀＞優＞
良）に選別。県内や広島県、山口県へ出荷されます。

▲電源となる発電機を投光器につなげ、動作確
認をする錦町自主防災隊の役員の皆さん。

▲担当者から発電所の説明を聞く参加者。個人
住宅200軒分をまかなう電力量を発電します。
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のどごしツルーのナスそう
めんもどき 塩分

 1.2g
66

　Kcal※１人分あたり

【作り方】
①　ナスはヘタを切り落とし、皮をむいて７㎜幅の棒状に
切る。５分ほど水にさらし、水気を切ってキッチンペー
パーで水分をとったあと、片栗粉をまぶす。

②　①をしんなりするまでゆでたあと、冷ます。
③　鶏ささみは５㎜幅のそぎ切りにし、酒を振りかけてか
ら片栗粉をまぶす。そのあと、お湯でゆで、火が通った
ら、氷を入れた冷水に取り、水気を切る。

④　梅干しは種を取り、なめらかになるまで包丁でたたく。
⑤　ボウルに梅干し、めんつゆ、水大さじ４を混ぜ、ナス
と鶏ささみを入れて和える。お皿に盛り付け、軸を切り
落とし、せん切りにした青じそを上にのせ、できあがり。

　今月は広瀬支部の皆さん

（材料）　　　（４人分）
ナス� ………………………………２本
鶏ささみ�………………………２本
梅干し� …………………………２個
片栗粉� ……………… 大さじ２
青じそ� …………………………４枚

シリーズ
人権を
考える41

問い合わせ　人権施策推進課　☎２３- ３０９５

　暴力や車内放置など、児童虐待によって幼
い命が奪われる事件は後を絶ちません。令和
２年４月に改正・施行された児童福祉法、児
童虐待防止法では、親権者等による「体罰の
禁止」が明確化されました。家庭内での「し
つけ」と称した体罰や心を傷つける行為をな
くし、子どもたちを守るためです。
　また多くの研究結果から、体罰や暴言等が
子どもの脳にストレスを与え、知能だけでな
く、広く人格形成に悪影響を与えることが報
告されています。
　しかしながら、NGO「セーブ・ザ・チルドレン・
ジャパン」が国内２万人に調査し、昨年発表
したところでは、「しつけのために体罰は必要」
と答えた人が、いまだに全体の41.3%にのぼっ
ています。
　家庭内での虐待は発見しにくいことから、

守ろう！　
子どもたちの命と人権

前記の法改正により「虐待を受けたと思われ
る児童を発見した者は、速やかに（略）通告
しなければならない」という通告義務も併せ
て定められました（通告機関は下記参照）。
　これは、国民全員に課せられた義務です。
もちろん、通告内容や通告者に関することな
どの秘密は守られます。
　安来の未来の宝である子どもたちの健やか
な成長を支えるためには、親権者はもちろん、
ともに暮らすすべての皆さんの力が必要なの
です。一人一人が、子どもの命と人権を守る
意識をもち、明るく希望あふれる安来市をつ
くっていきましょう。

＝人権尊重社会の実現をめざして＝

秋ナスは夏ナスに比べて
やわらかく、うまみが強
くなるのでおすすめです。

酒�……………………………………少々
めんつゆ（２倍濃縮タイプ）
　�………………………… 大さじ１

通告機関通告機関
●虐待かも…と思ったときや、子育てに悩ん
　だとき  　子ども未来課　☎２３- ３２０９
●共通通告ダイヤル　☎１８９（いちはやく）
　24 時間、児童相談所につながります。
●子どもの人権１１０番
　☎０１２０-００７-１１０（フリーダイヤル）

問い合わせ　いきいき健康課　☎２３- ３２２０食改さん ･･･ 食生活改善推進員さん
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溜
ま
っ
た

砂
鉄
を
手
に

取
っ
て
感
触

を
確
か
め
る
子
ど
も
た
ち
。
自
然
の
恵

み
と
先
人
の
知
恵
を
知
る
貴
重
な
体
験

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

和
鋼
博
物
館　
☎
23-

２
５
０
０

　

今
月
号
は
連
載
④
（
７
月
号
）
で
紹
介

し
た
鉄
穴
流
し
に
よ
る
砂
鉄
採
取
。
７

〜
８
月
、
実
際
に
模
型
を
使
い
「
夏
休

み
子
供
企
画
」
と
し
て
実
施
し
た
体
験

学
習
の
様
子
を
通
じ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

日本遺産を
巡るたたら
の音色

シ
リ
ー
ズ
（
そ
の
⑨
）

Ｔ
Ｒ
Ｙ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
す
ぎ

ト
ラ
イ
シ
テ
ィ
ー

問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　
☎
23-

３
１
８
０

▲子どもたちがプログラムした言葉や
動きを披露する Pepper。※「Pepper」
はソフトバンクロボティクスの商標です。

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て
、

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て
、

創
造
性
と
表
現
力
を
育
む

創
造
性
と
表
現
力
を
育
む

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用

し
た
教
育
で
学
校
や
教
室
が
変
わ
る
様

子
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

日本遺産の
構成文化財
               連載⑦

　

夏
休
み
を
前
に
し
た
７
月
、
荒
島

小
学
校
の
４
年
生
が
人
型
ロ
ボ
ッ
ト

Pepper

（
ペ
ッ
パ
ー
）
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
学
習
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

Pepper

は
今
年
度
市
内
小
学
校
に

３
台
配
置
さ
れ
、
移
動
し
な
が
ら
６
校

で
活
用
し
て
い
ま
す
。
人
と
ロ
ボ
ッ

ト
と
の
よ
り
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、Pepper

に
し
ゃ
べ
ら
せ
た
り

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会

話
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
表
示
、
音

の
再
生
、
タ
ッ
チ
セ
ン
サ
な
ど

を
使
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

し
て
い
き
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
が

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
姿
を
想
像
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
組
む
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
に
創
造
性
と
表
現
力
を
育
む

こ
と
を
期
待
し
た
学
習
で
す
。 

　

子
ど
も
た
ち
は
「
自
分
の
紹

介
をPepper

に
し
て
も
ら
う
」

と
い
う
め
あ
て
を
持
ち
、
そ
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で

い
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
自
分
に

つ
い
て
、
ど
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
ど
ん
な
順
で
、
ど
ん
な
言
葉

を
使
っ
て
、
ど
ん
な
ス
ピ
ー
ド

で
表
現
す
る
の
か
を
考
え
、
そ

の
際
の
ふ
さ
わ
し
い
体
や
手
の

動
き
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
表
示
等

を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま
と
め
て

イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
修

正
を
加
え
、
教
育
用
端
末
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
し

た
。
実
際
に
自
分
た
ち
が
組

ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
動
き
出
す

Pepper

の
姿
に
驚
き
と
と
も

に
新
た
な
興
味
も
高
ま
っ
た
よ

う
で
し
た
。

①砂鉄を含んだ山の崖（切
き り は

羽）をイメー
ジした模型。鉄

か ん な じ

穴師に扮した子どもたち
は上流から引かれた水路に打

う ち ぐ わ

鍬（切り崩
す道具）を使い、切り崩していきます。

②途中で足し水をしながら土砂
が下流へ流れていきます。

③樋
ひ

に溜まった土砂を洗
あらいぐわ

鍬で上流
に向けて押し戻して軽い土砂を流
し、砂鉄の純度を上げます。

④土砂交じりから段々と
黒々とした砂鉄が集まっ
て来ました。成功です！▲参加者の皆さん。
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家で安静にしたほうが？

病院に行くべき？

■問い合わせ　子ども未来課　☎ 23-3227

子ども医療電話相談（♯８０００）
　島根県内のどこからでも、短縮電話番号
（＃８０００）をプッシュすると、相談窓口に転
送され、小児科医師、看護師等から症状に応じた
適切な対処の仕方や受診する病院等のアドバイス
を受けられます。子どもの急な発熱や、病院へ受
診に行くべきか迷ったときなど、気軽にご相談く
ださい。
○利用方法
短縮電話番号（♯８０００）をプッシュします。
携帯電話からもご利用いただけます。
○時間
平日　19時～翌朝９時
土日祝日及び年末年始　24時間
○相談対象
15 歳未満の子どもの症状
○「♯８０００」で通話できない場合
　携帯電話および固定電話（プッシュ回線）から
は「＃８０００」の短縮電話番号から窓口の電話
に転送されますが、固定電話（ダイヤル回線）お
よび一部のＩＰ電話等をご利用の場合、転送サー
ビスが利用できません。その場合は次の電話番号
に直接お電話ください。
　☎０３- ３４７８- １０６０

　子ども、特に幼児期まではウイルスや菌に対し
ての免疫力が弱く、病気になりやすいものです。
幼稚園やこども園、学校等で集団生活が始まれば、
ふれあう人も増え、病気にかかる機会も多くなり
ます。
　病気は日時を選んでくれません。休日・夜間の
子どもの病気にどう対処したらよいのか困ったこ
とはありませんか。
　「子ども医療電話相談（♯８０００）」というサー
ビスがあります。電話で相談ができますので、ど
うしたらよいか迷ったときなどに利用してみては
いかがでしょうか。

※利用にあたっての注意
・相談は無料ですが、通話料は利用者の負担となります
（東京都内までの料金となります）。
・電話相談は助言を行うものであり、診断や治療を行う
ものではありませんので、あらかじめご了承ください。

　急に熱が・・・

でもどうしたら？

そ
う
い
っ
た
症
状
の

と
き
に
は
、
―
―
―
―
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
等
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　

平
日
の
市
役
所
開
庁
時
間
の

ほ
か
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
申
請
や
受
け
取
り
が

で
き
ま
す
。
申
請
の
際
に
、
通

知
カ
ー
ド
と
官
公
庁
が
発
行
し

た
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類

を
お
持
ち
の
場
合
、
カ
ー
ド
を

郵
送
で
受
け
取
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
な
お
、
写
真
は
窓
口
で

撮
影
し
ま
す
。

日
時　

10
月
23
日
㈰
９
時
〜
12

時場
所　

市
民
課
（
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

）

車
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
標
識
の
交
付
が
必
要

で
す
。
大
き
さ
に
よ
っ
て
届
け

出
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

税
務
課

　

℡
23-
３
０
４
０

就
学
時
健
康
診
断

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
小
学
校

に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

実
施
し
ま
す
。
対
象
の
家
庭
に

は
文
書
で
ご
案
内
し
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

学
校
教
育
課

　

℡
23-

３
１
９
７

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

市
民
課

　

℡
23-

３
０
８
３

農
耕
作
業
用
自
動
車

小
型
特
殊
自
動
車
は

課
税
対
象
で
す

　

乗
用
型
で
最
高
時
速
が
35
㎞

未
満
の
農
耕
作
業
用
自
動
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
は
、
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
の
課
税
対
象

で
す
。
こ
れ
ら
の
車
両
を
取
得

し
た
人
や
未
申
告
の
車
両
を
所

有
し
て
い
る
人
は
、
速
や
か
に

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
申

告
手
続
き
を
行
い
、
標
識
（
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
車
両　

ト
ラ
ク
タ
、
コ
ン

バ
イ
ン
、
田
植
機
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
、
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
、

タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
な
ど

※
公
道
を
走
行
し
な
い
（
工
場

内
や
田
畑
で
し
か
使
用
し
な

い
）
車
両
や
現
在
使
用
し
て
い

な
い
車
両
も
課
税
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
ト
レ
ー
ラ
タ
イ
プ
の
農
耕
作

業
機（
農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
）

を
け
ん
引
し
た
農
耕
ト
ラ
ク
タ

の
公
道
走
行
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
農
耕
作
業
用
ト

レ
ー
ラ
は
「
農
耕
作
業
用
自
動

企
業
訪
問
を
実
施
し
ま
す

　

市
は
、
主
に
若
年
層
や
地

方
移
住
を
検
討
し
て
い
る
人
に

対
し
、
安
来
市
へ
の
就
職
を
推

進
す
る
た
め
、
市
内
企
業
の
情

報
を
集
約
し
た
企
業
情
報
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し
ま
す
。

　

発
行
に
あ
た
り
、
掲
載
す
る

企
業
情
報
等
の
収
集
の
た
め
に

企
業
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。
掲

載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
や

す
ぎ
暮
ら
し
推
進
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
12
月
ま
で
を
め

ど
に
随
時
訪
問
し
ま
す
。

対
象
事
業
者
　
若
年
層
や
地
方

移
住
を
検
討
し
て
い
る
人
に
向

け
て
、
求
人
情
報
等
の
発
信
を

希
望
す
る
事
業
者

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

や
す
ぎ
暮
ら
し
推
進
課

　

℡
23-

３
０
５
９

就
業
相
談
会

（
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）

　

看
護
職
の
求
人
・
求
職
相
談
、

看
護
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
い

ま
す
。気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
19
日
㈬
14
時
〜
15

時
30
分

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
江

（
松
江
市
向
島
町
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２
‐
27-

８
５
１
０

　市では、３月17日から各庁舎および安
来市加納美術館にて行っていましたウクラ
イナ人道危機救援金の受け付けは７月31
日をもって終了しました。
　皆さまからお寄せいただいた救援金の総
額は、1,252,480円となり、日本赤十字社
を通じてウクライナ国内および周辺国への
救援活動の支援に使われます。
　ご協力、ご支援をいただきありがとうご
ざいました。

ウクライナ人道危機救援金に
ご協力・ご支援をいただき
ありがとうございました。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

総務課　℡２３-３０１５
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庁
地

交
伯

る
場
合
は
無
利
子
、
立
て
な
い

場
合
は
年
１
％
で
す
。

【
技
能
習
得
資
金
】　

就
職
す
る

た
め
に
必
要
な
知
識
技
能
の
習

得
に
要
す
る
資
金

予
約
貸
付
申
請
期
限　

令
和
５

年
２
月
28
日
㈫

そ
の
他　

▽
島
根
県
育
英
会

等
、
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

と
の
併
給
が
で
き
な
い
奨
学
金

が
あ
り
ま
す
。

▽
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制

度
に
よ
る
奨
学
金
・
授
業
料
減

免
等
は
、
貸
付
限
度
額
よ
り
給

付
額
・
減
免
額
を
控
除
し
た
範

囲
で
併
給
が
可
能
で
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

福
祉
課

　

℡
23-

３
２
４
８

・
島
根
県
青
少
年
家
庭
課

　

℡
０
８
５
２-

22-

６
６
８
８

　

℡
０
８
５
２-

22-

６
６
８
９

労
働
相
談
会

　
「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
の
解
雇
」

「
残
業
代
が
支
払
わ
れ
な
い
」

な
ど
、
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お

困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
専
門
家

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
30
日
㈰
10
時
〜
15

時場
所　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松

江
市
学
園
南
）

料
金　

無
料

相
談
員　

弁
護
士
、
労
働
組
合

役
員
、
会
社
経
営
者
な
ど

そ
の
他　

▽
労
働
者
、
事
業
主

ど
ち
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま

す　

▽
状
況
に
よ
り
開
催
を
取

り
止
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
労
働
委
員
会

　

℡
０
８
５
２-

22-

５
４
５
０

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

建築住宅課　℡２３-３３２５
　島根県土木部都市計画課景観グループ　
　　℡０８５２-２２-６１４３

「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資

金
」
予
約
貸
付
受
付
中

　

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
の

予
約
貸
付
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

対
象　

令
和
５
年
４
月
の
進
学

等
を
希
望
し
て
い
る
次
の
人

（
１
）
児
童
を
扶
養
す
る
母
子

家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の

父（
２
）
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養

す
る
寡
婦

（
３
）
父
母
の
な
い
児
童

対
象
と
な
る
資
金

　

修
学
先
、
自
宅
、
自
宅
外
通

学
な
ど
状
況
に
よ
り
貸
し
付
け

額
が
異
な
り
ま
す
。

●
児
童
の
進
学
等
を
対
象
と
す

る
資
金

※
貸
し
付
け
は
い
ず
れ
も
無
利

子
で
す
。

【
修
学
資
金
】　

高
等
学
校
、
大

学
、
大
学
院
、
高
等
専
門
学
校

ま
た
は
専
修
学
校
に
修
学
す
る

た
め
の
授
業
料
、
書
籍
代
、
交

通
費
な
ど
の
資
金

【
修
業
資
金
】　

就
職
す
る
た
め

に
必
要
な
知
識
技
能
の
習
得
に

要
す
る
資
金

【
就
学
支
度
資
金
】　

就
学
、
修

業
す
る
た
め
に
必
要
な
入
学
金

や
被
服
な
ど
の
購
入
資
金

●
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭

の
父
、
寡
婦
の
知
識
技
能
習
得

を
対
象
と
す
る
資
金

※
利
率
は
連
帯
保
証
人
を
立
て

　島根県では良好な景観の形成等を目的に屋外広告物条
例を定め、各市町村で設置許可や違反広告物対策を行う
など、必要な規制・誘導を行っています。
　皆さんも、これから屋外に看板やポスターを設置する
場合は、下記のポイントを参考に、屋外広告物の適正な
設置に協力をお願いします。また、既に設置している場
合も、屋外広告物の適正化に努めてください。
島根県屋外広告物条例のポイント
　○屋外広告物を設置するには事前に市町村長の許可が
　　必要です。
　○屋外広告物の種類に応じて面積や高さなどについて
　　の基準があります。
　○著しく破損したものや倒壊のおそれなどがある屋外
　　広告物は設置できません。
　○屋外広告物設置工事の発注は屋外広告業登録済みの
　　屋外広告業者に行いましょう。
　○禁止地域には屋外広告物を設置できません。（禁止
　　地域の例：国立公園等自然公園の区域内等）
　　※ただし、屋外広告物を設置できる場合がありま
　　す。詳しくは問い合せください。
　○設置後の屋外広告物は、適切に補修を行うなどして
　　良好な状態で管理しましょう。
　○広告物の更新許可を受ける際、規模により有資格者
　　による安全点検が必要です。
　○必要なくなった屋外広告物は速やかに撤去しましょ
　　う。

屋外広告物
島根県ＨＰ

屋外に看板やポスターを屋外に看板やポスターを
設置する皆さんへ設置する皆さんへ
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臓
器
移
植

普
及
推
進
月
間

　

10
月
は 

「
臓
器
移
植
普
及
推

進
月
間
・
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月

間
」、
10
月
10
日
は
「
目
の
愛

護
デ
ー
」
で
す
。

　

臓
器
や
骨
髄
な
ど
の
移
植
医

療
は
、
医
療
者
と
患
者
だ
け
で

な
く
第
三
者
の
善
意
に
よ
る
提

供
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

臓
器
な
ど
を「
提
供
し
た
い
」

「
提
供
し
た
く
な
い
」
は
、
ど

ち
ら
も
一
人
一
人
の
平
等
で
大

切
な
意
思
で
す
。

　

家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク　

　

℡
０
８
５
３-

22-

２
５
５
６

里
親
さ
ん
と
の
お
は
な
し
会

〜
知
っ
て
く
だ
さ
い
、
里

親
制
度
〜
（
無
料
）

　

里
親
制
度
と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
生
活
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
育
ち
を
支
え
る
大
切
な
制
度

で
す
。

　

お
は
な
し
会
で
は
、
里
親
制

度
の
説
明
、
里
親
に
よ
る
養
育

体
験
発
表
、
里
親
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時　

10
月
22
日
㈯
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
（
開
場
９
時
〜
）

会
場　

市
総
合
文
化
ホ
ー
ル 

ア
ル
テ
ピ
ア 

展
示
室
・
会
議

室
１
・
会
議
室
２

申
込
締
切　

10
月
14
日
㈮

定
員　

先
着
50
人

そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
申
込
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地
松
江
地
区
里
親
会
事
務
局

（
島
根
県
中
央
児
童
相
談
所
内
）

　

℡
０
８
５
２-
21-
３
１
６
８

食
と
歯
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
ｉ
ｎ
や
す
ぎ

　
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
で
の

健
診
を
習
慣
化
し
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
食
と
歯
に
関
す
る
展

示
（
９
時
30
分
〜
12
時
）
を
同

時
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
食
育
や

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
16
日
㈰
９
時
30
分

〜
12
時

場
所　

市
総
合
文
化
ホ
ー
ル 

ア
ル
テ
ピ
ア　

小
ホ
ー
ル

講
演
時
間　

10
時
〜
11
時
30
分

講
演
内
容　

演
題
「
健
康
長
寿

を
延
ば
し
て
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ

を
目
指
そ
う
！
歯
科
医
師
か
ら

の
提
言
」

講
演
講
師　

島
田
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長　

島
田
二
郎
氏

※
講
演
会
へ
の
参
加
は
10
月
10

日
㈪
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

（
第
３
回
）
自
衛
官
候
補

生
募
集
（
陸
上
・
海
上
・

航
空
自
衛
隊
）

　

採
用
と
同
時
に
陸
上
・
海
上
・

航
空
自
衛
官
候
補
生
に
任
命
さ

れ
ま
す
。
自
衛
官
候
補
生
と
し

て
３
カ
月
間
の
教
育
訓
練
を
修

了
し
た
後
、そ
れ
ぞ
れ
２
等
陸
・

海
・
空
士
に
任
用
し
ま
す
。

　

任
用
期
間
は
、
陸
上
自
衛
官

は
１
年
９
カ
月
、
海
上
・
航
空

自
衛
官
は
２
年
９
カ
月
を
１
任

期
と
し
て
任
用
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
自
衛
官
と
し
て
勤

務
を
希
望
す
る
場
合
は
、
選
考

に
よ
り
２
年
を
任
期
と
し
て
継

続
任
用
さ
れ
ま
す
。

募
集
職
種　

自
衛
官
候
補
生

（
男
性
・
女
性
）

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有

し
、
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

応
募
期
間　

９
月
22
日
㈭
〜
11

月
11
日
㈮

試
験
期
日　

▽
筆
記
試
験
・
適

性
検
査（
ウ
ェ
ブ
試
験
方
式
）：

11
月
19
日
㈯
〜
22
日
㈫
の
う
ち

１
日　

▽
口
述
試
験
・
身
体
検

査
：
12
月
16
日
㈮
・
17
日
㈯
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

試
験
会
場　

▽
筆
記
試
験
・
適

性
検
査
：
受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す　

▽
口
述
試
験
・
身
体

検
査
：
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地試
験
種
目　

筆
記
試
験（
国
語
、

数
学
、
地
理
歴
史
、
公
民
お
よ

び
作
文
）、
口
述
試
験
、
適
性

検
査
、
身
体
検
査
お
よ
び
経
歴

評
定
（
経
歴
評
定
と
は
、
多
様

な
経
歴
を
有
す
る
受
験
者
の
能

力
を
総
合
的
に
評
価
す
る
も
の

で
す
。
該
当
す
る
資
格
・
免
許

等
は
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

採
用
予
定
日　

採
用
予
定
通
知

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　

℡
０
８
５
２-

21-

０
０
１
５
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庁
地

交
伯

第
11
回
特
別
弔
慰
金
請
求

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
（
５

年
償
還
）
の
記
名
国
債

請
求
期
間　

令
和
２
年
４
月
１

日
㈬
〜
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

対
象
者　

戦
没
者
等
の
死
亡
当

時
の
ご
遺
族
で
、
令
和
２
年
４

月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者
が

い
な
い
場
合
に
、
残
さ
れ
た
ご

遺
族
の
う
ち
、
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
者
の
１
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
の
弔
慰
金
受
給
権
者　

②

戦
没
者
等
の
子　

③
父
母　

④

孫　

⑤
祖
父
母　

⑥
兄
弟
姉
妹

　

⑦
①
〜
⑥
以
外
の
３
親
等
内

の
親
族

　

※
③
〜
⑥
は
、
戦
没
者
等
と

の
生
計
関
係
の
有
無
等
に
よ
り

順
位
が
変
わ
り
ま
す
。

　

※
⑦
は
生
計
要
件
有
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

福
祉
課
地
域
福
祉
係　
　

　

℡
23-

３
２
２
４

消
防
設
備
士
試
験

（
甲
・
乙
種
）

受
付
期
間　

▽
書
面
申
請
10
月

７
日
㈮
〜
21
日
㈮　

▽
電
子
申

請
10
月
４
日
㈫
〜
10
月
18
日
㈫

試
験
日　

12
月
18
日
㈰

試
験
会
場　

松
江
市
・
浜
田
市

　

受
験
願
書
は
消
防
本
部
予
防

課
、
広
瀬
分
署
、
比
田
分
駐
所
、

伯
太
分
署
に
あ
り
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
島
根
県
支
部

　

℡
０
８
５
２-

27ｰ

５
８
１
９

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

え
ら
ん
で
、
減
ら
し
て
、

リ
サ
イ
ク
ル

　

４
月
１
日
か
ら
使
い
捨
て
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
を

目
的
と
し
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

使
用
削
減
、
エ
コ
バ
ッ
ク
の
使

用
な
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

削
減
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

○
日
々
の
お
買
い
物
の
中
で
、

環
境
に
配
慮
し
た
製
品
を
選
択

い
た
だ
き
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

リ
サ
イ
ク
ル
促
進
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
必
要

な
分
だ
け
使
用
す
る
、
繰
り
返

し
使
用
で
き
る
製
品
を
活
用
す

る
な
ど
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
過

剰
に
使
用
し
な
い
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

安
来
市
の
ご
み
分
別
・
収
集

　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資

源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

安
来
市
の
ご
み
分
別
・
収
集
に
、

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
分

別
の
手
引
き
に
従
っ
て
、分
別
・

収
集
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

環
境
政
策
課

　

℡
23-

３
１
０
０

「
声
の
広
報
」
を

お
届
け
し
ま
す

　
「
広
報
や
す
ぎ
ど
げ
な
か
ね
」

と
年
４
回
発
行
の
「
市
議
会
だ

よ
り
」
の
内
容
を
Ｃ
Ｄ
に
録
音

し
た
「
声
の
広
報
」
を
、
希
望

者
へ
無
料
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、

秘
書
広
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

秘
書
広
報
課

　

℡
23-

３
０
１
０

令和５年度コミュニティ助成事業
を募集します

　宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニ
ティ組織（自治会など）が行う活動に必要な備
品の整備やスポーツ活動に対して助成します。
募集事業
●一般コミュニティ助成事業
　コミュニティ活動に必要な設備など（建築物、
消耗品は除く）の整備に関する事業
・事業実施主体：市が認めるコミュニティ組織
・助成額：100万円から250万円まで
●コミュニティセンター助成事業
　集会施設（コミュニティセンター・自治会集
会所など）の建設や大規模修繕、その施設に必
要な備品の整備に関する事業
・事業実施主体：市が認めるコミュニティ組織
・助成額：対象となる事業費の５分の３以内（上
限1,500万円）
●青少年健全育成助成事業
　主として親子で参加する、スポーツ・レクリエー
ション活動や文化・学習活動に関する事業、その
他コミュニティ活動のイベントに関する事業
・事業実施主体：市が認めるコミュニティ組織
・助成額：30万円から100万円まで
●地域づくり助成事業（活力ある地域づくり助
成事業）
　地域資源の活用や広域的な連携を目的として
実施する特色あるソフト事業
・事業実施主体：地方自治法に規定に基づき設
置された協議会、実行委員会等
・助成額：200万円まで
申請締切　10月３日㈪
　申請書の提出が必要となりま
すので、事業を実施する場合は
早めにご相談ください。● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

地域振興課
　℡２３-３０６７
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乳
幼
児
健
診

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す

●
４
か
月
児
健
診

日
時　

10
月
６
日
㈭
13
時
〜
14

時
30
分

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
４
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
９
か
月
児
健
診

日
時　

10
月
31
日
㈪
13
時
〜
14

時
30
分

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
３
年
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時　

10
月
20
日
㈭
９
時
〜
10

時
30
分

場
所　 ● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

対
象　

令
和
３
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル

●
３
歳
児
健
診

日
時　

10
月
20
日
㈭
13
時
〜
14

時
30
分

場
所　 ● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

対
象　

令
和
元
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
当
日
朝
の
尿

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

が
ん
検
診
と
結
核
検
診

●
乳
が
ん
検
診
（
要
予
約
）

日
時
・
場
所　

▽
10
月
２
日
㈰

８
時
30
分
〜
11
時
、
13
時
〜
15

時
・

●
●
●
●
●
●
●

▽
10
月
22
日
㈯
９
時
〜

11
時
30
分
、
13
時
〜
15
時
・

●
●
●
●
●
●
●

●
肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
検
診
（
要
予
約
）

日
時　

10
月
２
日
㈰
８
時
30
分

〜
11
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

●
子
宮
が
ん
検
診

日
時
・
場
所　

▽
10
月
２
日
㈰

８
時
30
分
〜
11
時
、
13
時
〜
15

時
・

●
●
●
●
●
●
●

▽
10
月
22
日
㈯
９
時
〜

11
時
30
分
、
13
時
〜
15
時
・

●
●
●
●
●
●
●

●
肺
が
ん
・
結
核
検
診

日
時　

10
月
２
日
㈰
13
時
30
分

〜
13
時
45
分
、
14
時
〜
14
時
15

分場
所　

●
●
●
●
●
●
●

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

　高齢者はインフルエンザにかかると、気管支炎
や肺炎を併発し、重症化しやすくなります。流行
前に予防接種を受けましょう（接種は１回です）。
対 象　①接種当日に満65歳以上の人　②接種当
日に満60歳以上65歳未満で心臓、腎臓、呼吸
器に重い病気のある人
接種期間　10 月１日㈯～令和５年１月31日㈫
接種方法　接種を希望する場合は下記医療機関に
　予約して接種してください。
自 己負担額　1,500円（医療機関等の窓口でお支
払いください）。なお、自己負担金が免除とな
る場合があります。詳しくは右記をご確認くだ
さい。
接種できる医療機関　安来第一病院／家族・絆の
　吉岡医院／渡部医院／野坂医院／吉田医院／森
　脇医院／麦谷内科クリニック／金藤内科小児科
　医院／白根医院／杉原医院・杉原医院大塚分院
　／杉原クリニック／やすぎ博愛クリニック／お
　がわ耳鼻咽喉科／やました整形外科／朝山医院
　／河村医院／安来市立病院／ドクター中西元気
　クリニック／安来市医師会診療所／村上医院・
　村上医院安田出張所／常松医院井尻分院・赤屋
　分院／加藤医院／千原医院
その他　接種には受ける人の意思確認が必要です。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

いきいき健康課　℡２３-３２２０

　　　高齢者の　　　高齢者の
　　　　インフルエンザ予防接種　　　　インフルエンザ予防接種

◀写真はイメー
ジ。

自己負担金を免除する場合、申請が必要です自己負担金を免除する場合、申請が必要です
　市民税非課税世帯（世帯全員）、生活保護
世帯の人は申請により自己負担金が免除と
なります。
免除申請締切　令和５年１月31日㈫
　�　申請期間中に申請窓口まで本人確認の
できるもの（マイナンバーカード、健康
保険証など）をお持ちください（代理人
が申請する場合、はんこが必要です）。申
請後、資格者証発行まで 2週間程度かか
ります。接種前に余裕をもって申請をお
願いします。受け付けは市役所開庁日の
みです。

申請窓口　いきいき健康課（

●
●
●
●
●
●
●

）、市民課、
　伯太

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　※安来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

（市民課）、伯太

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

は受け付け　
　のみで資格者証は後日郵送となります。
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庁
地

交
伯

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

日
時　

10
月
12
日
㈬
13
時
15
分

〜
14
時
15
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
４
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

離
乳
食
教
室

（
要
申
込
）

日
時　

10
月
18
日
㈫　

▽
５
〜
６
カ
月
児
…
９
時
45
分

〜
10
時　

▽
９
〜
11
カ
月
児
…

13
時
30
分
〜
13
時
45
分
（
受
付

時
間
）

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

申
込
締
切　

10
月
12
日
㈬

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
ご
は
ん
手
帳
」（
４
か
月

児
健
診
時
に
配
布
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
講
座
（
10
月

３
日
㈪
９
時
受
付
開
始
）

●
保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ
ど
も

園
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

こ
れ
か
ら
保
育
所
、保
育
園
、

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
に
お

子
さ
ん
を
通
わ
せ
た
い
と
考
え

て
い
る
人
に
向
け
て
、
入
所
・

入
園
や
保
育
料
無
償
化
な
ど
の

ご
質
問
に
保
育
係
担
当
者
が
お

答
え
し
ま
す
。「
子
ど
も
を
預

け
た
い
け
ど
、
ど
こ
に
入
れ
た

ら
い
い
の
か
な
？
」「
保
育
料
っ

て
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
の
？
」

な
ど
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　

10
月
７
日
㈮
10

時
30
分
〜
12
時
・

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導

室そ
の
他　

託
児
あ
り
（
希
望
多

数
の
場
合
、
受
け
付
け
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

　

助
産
師
さ
ん
に
よ
る
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
講
座
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
肌
の
温
も
り
や

笑
顔
に
触
れ
、
お
家
の
人
も
赤

ち
ゃ
ん
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

日
時
・
場
所　

10
月
19
日
㈬
10

時
30
分
〜
12
時
・

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導

室対
象　

１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
１
枚
、

ハ
ン
ド
タ
オ
ル
１
枚

そ
の
他　

希
望
多
数
の
場
合
、

受
け
付
け
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

告知端末の機能をご存じですか

　防災情報やイベント情報などをお知らせして
いる行政告知端末には、音量調節やラジオを聞
く機能などがあります。
　また、ランプの点灯の仕方で故障かどうかが分
かりますので、ご自宅の端末をご確認ください。

各部の名称
（ランプ色）

ランプの
表示内容 動作内容

①緊急ランプ
（橙色）

点滅 緊急放送を受信しています。

②電源ランプ
（緑色）

点灯 電源が正しく入っています。

点滅 乾電池をセットしてください。

③お知らせラ
ンプ（黄色）

点灯 告知放送受信中です。

点滅 故障の可能性があります。

④消音ランプ
（黄色）

点灯 消音状態です。

⑤選局ボタン -

放送チャンネルを選局
チャンネル１：リピート放送 
チャンネル２：エフエム山陰 
チャンネル３：NHK-FM

⑥音量大ボタ
ン・音量小ボ
タン

-

音量を調整。音量を下げ続
けると消音になります。
※緊急放送は、調節した音
量に関わりなく最大音量で
流れます。● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

・行政告知放送に関すること
　　自治体ＤＸ推進室　℡２３-３１２１
　・行政告知端末の設置・修理に関すること
　　やすぎどじょっこテレビ　℡２２-５０５０

⑥

④

①
③

②

⑤
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和
鋼
博
物
館
公
開
講
座

包
丁
研
ぎ
教
室

開
催
日
時　

10
月
15
日
㈯
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
（
１
回
目
）、

13
時
〜
15
時
（
２
回
目
）

場
所　
和
鋼
博
物
館
補
修
工
作
室

講
師　

川
島
光
善
刃
物
代
表　

川
島
達
也
氏

参
加
料　

５
０
０
円
（
友
の
会

会
員
は
無
料
）

定
員　

各
12
人（
申
し
込
み
制
・

先
着
順
）

そ
の
他　

包
丁
の
み
３
本
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

和
鋼
博
物
館

　

℡
23-

２
５
０
０

安
来
市
学
習
訓
練

セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
室

　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談

　

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
自
由

に
何
度
で
も
教
え
て
も
ら
う
日

で
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
不
具
合
・

修
理
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

開
催
日　

平
日
の
み（
予
約
制
、

当
日
予
約
可
）

時
間　

10
時
〜
12
時
、
14
時
〜

16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
事
前
に
必
ず
電
話

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
・

デ
ジ
カ
メ
の
持
ち
込
み
可　

▽

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
は

当
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
の
み

利
用
可

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　

１
回
４
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　

▽
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
ち
込

み
可

　

キ
ャ
ン
セ
ル
は
３
日
前
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
（
２
日
前
か

ら
は
受
講
料
が
発
生
し
ま
す
）。

●
パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
パ
ソ

コ
ン
に
さ
わ
っ
て
簡
単
な
操
作

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

訓
練
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の

パ
ソ
コ
ン
で
行
い
ま
す
。

開
催
日　

平
日
の
み（
予
約
制
、

当
日
予
約
可
）

時
間　

▽
10
時
〜
12
時　

▽
14

時
〜
16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

そ
の
他　

事
前
に
必
ず
電
話
で

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
パ
ソ
コ
ン
２
０
１
９
入
門
午

前
コ
ー
ス
（
定
員
10
人
）

開
催
日　

10
月
20
日
㈭
、
21
日

㈮
、24
日
㈪
、25
日
㈫（
全
４
回
）

時
間　

９
時
〜
12
時

受
講
料　

５
０
０
０
円
、
テ
キ

ス
ト
代
１
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
事
前
に
必
ず
電
話

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
訓
練
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の

パ
ソ
コ
ン
で
行
い
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
２
０
１
９
入
門
午

後
コ
ー
ス
（
定
員
10
人
）

開
催
日　

10
月
20
日
㈭
、
21
日

㈮
、24
日
㈪
、25
日
㈫（
全
４
回
）

時
間　

13
時
〜
16
時

受
講
料　

５
０
０
０
円
、
テ
キ

ス
ト
代
１
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
事
前
に
必
ず
電
話

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
訓
練
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の

パ
ソ
コ
ン
で
行
い
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー　

℡
23-

１
７
５
０

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
②

　

再
就
職
に
向
け
て
パ
ソ
コ
ン

の
基
礎
知
識
・
技
能
を
学
び
、

資
格
取
得
お
よ
び
応
用
力
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
が
目
標
で
す
。
定

員
は
15
人
で
す
。

受
講
期
間　

12
月
１
日
㈭
〜
令

和
５
年
２
月
28
日
㈫
（
原
則
土

日
祝
日
・
年
末
年
始
休
み
）
９

時
〜
15
時
50
分
（
３
カ
月
）

場
所　

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー

募
集
期
間　

10
月
３
日
㈪
〜
11

月
10
日
㈭

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
・
推
薦
ま
た
は
支
援

指
示
が
受
け
ら
れ
る
人

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
、
資
格
取
得
費
用
等
は
個
人

負
担
）

そ
の
他　

▽
雇
用
保
険
受
給
者

は
基
本
手
当
な
ど
を
支
給
し
ま

す　

▽
訓
練
受
講
給
付
金
も
対

応
し
ま
す

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来

　

℡
22-

２
５
４
５

　第二次世界大戦中の人びとの暮ら
しを、昭和16年に広瀬町から実際に
住民に出された23枚の回覧文書を
通じて紹介します。当時の世相や人
びとの生活を窺

うかが

い知ることのできる
貴重な資料です。
会期　９月29日㈭～令和５年３月
　27日㈪
休館日　火曜日（火曜日が祝日の場
　合は翌日休館）
入館料　大人210円、高校生・大学
　生100円、小・中学生30円

歴史資料館企画展「回覧文書から
見る戦時下の人々の暮らし」

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安来市立歴史資料館
℡３２-２７６７
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庁
地

交
伯

栄
養
相
談（
無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
、

管
理
栄
養
士
が
専
門
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
相
談
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
10
月
11
日
㈫

９
時
30
分
〜
16
時
、
安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

　

▽
10
月
25
日
㈫
９
時
〜
11

時
、

●
●
●
●
●
●
●

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
に

休
日
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

高
齢
者
に
関
す
る
幅
広
い
相

談
を
お
受
け
す
る
と
と
も
に
、

介
護
、医
療
、福
祉
、保
健
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
地
域
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を
し
ま
す
。

日
時　

10
月
２
日
㈰
、
16
日

㈰
９
時
30
分
〜
12
時
（
16

日
は
10
時
か
ら
ミ
ニ
講
座

「
８
０
５
０
・
２
０
問
題
を
考
え

る
」
を
開
催
し
ま
す
）

※
「
８
０
５
０
・
２
０
問
題
」

と
は
80
代
の
親
と
無
職
の
50
代

の
子
、
引
き
こ
も
り
の
20
代
の

孫
な
ど
が
同
居
し
、
貧
困
や
社

会
か
ら
の
孤
立
に
よ
り
、
世
帯

全
体
に
支
援
が
必
要
な
状
況
を

い
い
ま
す
。

場
所　
安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

第
１
会
議
室

相
談
料
・
予
約　

無
料
・
不
要

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

高
齢
者
ま
る
ご
と
相
談
セ
ン

タ
ー　

℡
32-

９
１
１
０

心
の
健
康
相
談

（
無
料
・
要
申
込
）

　

精
神
科
医
師
、
保
健
師
な
ど

が
心
の
病
気
や
悩
み
な
ど
の
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

10
月
５
日
㈬
・
６
日
㈭
・

25
日
㈫
13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

松
江
保
健
所
（
松
江
市

東
津
田
町
）

そ
の
他　

前
日
ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

【
電
話
相
談
】

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

●
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

相
談
内
容　

不
動
産
の
売
買
、

名
義
変
更
、お
金
の
貸
し
借
り
、

ロ
ー
ン
返
済
、
悪
質
商
法
、
会

社
の
登
記
、
裁
判
、
調
停
、
成

年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど

相
談
日
時　

毎
週
月
・
木
曜
日

12
時
〜
15
時

●
相
続
・
遺
言
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時　

毎
週
火
曜
日
12
時

〜
15
時

【
面
談
相
談
】

日
時
・
場
所　

10
月
７
日
㈮
14

時
〜
17
時
・
安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

２
階

第
６
会
議
室

予
約
方
法　

電
話
に
よ
る
予
約

（
毎
週
月
・
火
・
木
曜
12
時
〜

15
時
）

予
約
先

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
司
法
書
士
会

　

℡
０
８
５
２-

24-

１
４
０
２

各
種
定
期
相
談
は

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
時

間
・
問
い
合
わ
せ
先
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

行
政
相
談

▽
９
時
〜
12
時

▽
総
務
省
島
根
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

21-

３
６
３
０

生
活
相
談

▽
９
時
〜
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
12
時　

▽
人
権
施
策
推
進
課

　

℡
23-

３
０
６
８　

し
ま
ね
東
部
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

出
張
相
談
（
要
予
約
）

▽
14
時
〜
16
時

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江

　

℡
０
８
５
２-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談

「
は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
」

▽
10
時
〜
12
時

▽
や
す
ぎ
暮
ら
し
推
進
課

　

℡
23-

３
１
７
９

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の

会
・
虹

〜
自
死
遺
族
の
つ
ど
い
〜

日
時　

10
月
15
日
㈯
14
時
〜
17
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

内
容　

大
切
な
人
を
自
死
で
突

然
失
う
衝
撃
、
誰
に
も
話
せ
ず

一
人
で
は
と
て
も
抱
え
き
れ
な

い
想
い
、
そ
ん
な
つ
ら
さ
を
語

り
合
う
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
費　

３
０
０
円
（
茶
菓
、

資
料
代
な
ど
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・

虹
（
桑
原
）

　
℡
０
９
０-

４
６
９
２-

５
９
６
０

※
つ
ど
い
に
参
加
で
き
な
い
人

に
は
電
話
相
談
を
24
時
間
受
け

て
い
ま
す
。

会期　９月10日㈯～10月24日㈪
開 館時間　９時～16時30分（入館は
　16時まで）
休館日　火曜日
入館料　一般 1,100円／高校生・大
　学生 550円／小中学生無料

　同時開催　常設展
　　「今伝えたい、
　　加納莞蕾の想い」

　　　土門拳記念館コレクション展　　　土門拳記念館コレクション展
土門拳　ー肉眼を超えたレンズー土門拳　ー肉眼を超えたレンズー

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安来市加納美術館　℡３６-０８８０

◀平等院鳳凰堂の大
棟鳳凰を撮影中の土
門拳（1964 年、土門
拳記念館蔵）



秘
書
広
報
課
編
集

●広報紙にあなたの写真が載りましたら、差し上げますのでご連絡ください。
●自治会宛の発送等については、地域振興課（☎ 23-3067）までご連絡ください。

〒
692-8686島

根
県

安
来

市
安

来
町

878-2　
 電

話
：
23-3010 / FAX：

23-3161
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
https://w

w
w
.city.yasugi.shim

ane.jp
メ

ー
ル
：
hisho@

city.yasugi.shim
ane.jp

▲透視度計で中海の水の濁り具合
を確認する子どもたちと板倉さん

（右上）。
◀松江市本庄町の水辺で行われ
た、子どもたちによる水質調査の
様子。

▼
月
の
輪
神
事
と
ま
つ
り
の
花
火

を
撮
影
し
ま
し
た
。
港
で
は
花
火

を
撮
る
絶
好
の
ス
ポ
ッ
ト
は
す
で

に
満
員
で
し
た
が
、
広
報
の
た
め

と
い
う
こ
と
で
、
特
別
に
本
部
の

横
に
お
邪
魔
し
て
遮
る
も
の
な
く

撮
影
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今

後
も
、
そ
ん
な
広
報
担
当
だ
か
ら

こ
そ
見
ら
れ
る
も
の
、
行
く
こ
と

が
で
き
る
場
所
か
ら
情
報
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
岩
）

▼
カ
キ
や
ブ
ド
ウ
や
ク
リ
に
サ
ツ

マ
イ
モ･･･

。
食
欲
の
秋
の
到
来

で
す
。
皆
さ
ん
は
秋
を
感
じ
る
食

べ
物
と
い
え
ば
何
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
か
。
安
来
と
い
え
ば
県
内
生

産
量
１
位
を
誇
る
二
十
世
紀
梨
も

そ
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
市
特
産
の
二
十
世
紀
梨
を
皮

切
り
に
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
体
重
の
増
加
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。（
つ
）

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

Ｒ4.8.31現在

（男:17,597人　女:19,006人）
3 6 , 6 0 3人

1 4 , 2 8 5世帯

令
和

4年
10月

号

　

中
海
に
面
し
、
海
岸
沿
い
に
島
田
干
拓
地
が
広

が
る
島
田
地
区
で
活
発
に
活
動
し
て
い
る
「
わ
ん

ぱ
く
ク
ラ
ブ
」。〝
子
ど
も
は
地
域
の
宝
〞と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
体
験
で
き
る
機
会
を
も
っ
と

増
や
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
ク
ラ
ブ
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
は
島
田
小
学
校
の
児
童
を
対

象
に
年
度
初
め
に
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
、
月
に
１

回
ほ
ど
の
頻
度
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
干
拓
地
に

や
っ
て
く
る
野
鳥
の
観
察
や
、
中
海
周
辺
に
生
え

て
い
る
植
物
を
利
用
し
た
工
作
な
ど
、
地
域
の
自

然
を
生
か
し
た
学
習
が
多
く
あ
り
、
現
在
は
30
人

ほ
ど
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
２
回
目
の
学
習
と
な
っ
た
「
島
田

干
拓
地
を
通
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
を
学
ぶ
」
で

は
、
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
の
板
倉
宏
文
元
館
長

が
講
師
と
な
り
、
島
田
干
拓
地
を
は
じ
め
中
海
の

歴
史
や
環
境
を
、
バ
ス
で
実
際
に
現
地
を
訪
れ
解

説
。島
田
地
区
に
移
住
し
て
き
た
保
護
者
も
多
く
、

子
ど
も
と
共
に
学
ぶ
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

板
倉
さ
ん
は
「
自
然
学
習
か
ら
自
ら
の
住
む
地

域
を
知
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
た
だ
の
勉
強
で

は
な
く
楽
し
く
学
べ
る
こ
と
が
大
切
」
と
、
わ
ん

ぱ
く
ク
ラ
ブ
を
主
宰
す
る
島
田
交
流
セ
ン
タ
ー
の

加
藤
喬

た
か
し

館
長
は
「
大
人
が
手
伝
い
が
ち
に
な
る

と
子
ど
も
主
体
の
学
習
に
な
ら
ず
意
味
が
な
い
。

支
援
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
講
習
会
を
す
る
な

ど
、
意
義
の
あ
る
活
動
と
な
る
よ
う
心
が
け
て
い

る
」と
自
然
体
験
学
習
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

島田地区
のイチオ

シ！


